
大
手
町
に
あ
る
専
用
線
故
障
受
付

と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
監
視
の
各
セ
ン
タ
ー

や
、
霞
ヶ
関
の
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

の
監
視
セ
ン
タ
ー
が
さ
い
た
ま
新
都

心
に
来
年
移
転
の
計
画
が
だ
さ
れ
た

（
数
百
名
の
異
動
）
。
会
社
の
狙
い

は
人
件
費
な
ど
の
削
減
（
都
市
手
当

の
削
減
、
50
歳
以
下
の
社
員
は
埼
玉

県
で
退
職
・
再
雇
用
を
む
か
え
る
こ

と
に
な
り
25
％
の
賃
金
ダ
ウ
ン
、
テ

ナ
ン
ト
料
が
安
い
）
で
し
ょ

う
。最
大
の
問
題
点
と
し
て

は
、
51
歳
以
上
の
退
職
・

再
雇
用
者
の
扱
い
。
最
悪

の
場
合
は
さ
ら
に
10
％
ダ

ウ
ン
し
た
賃
金
で
今
の
仕

事
を
つ
づ
け
る
か
、
あ
る

い
は
М
Ｅ
東
京
に
残
っ
て

新
た
な
仕
事
に
つ
く
か
の

選
択
を
迫
ら
れ
る
こ
と
で

す
。ま
た
、
横
浜
以
南
か
ら

の
通
勤
者
は
、
さ
い
た
ま

新
都
心
へ
の
移
転
で
通
勤

が
極
め
て
困
難
に
な
り
、
女
性
は
育

児
を
抱
え
、
一
層
深
刻
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
派
遣
労
働
者
は
、
一
番
不
安

定
な
立
場
に
お
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
職
場
の
不
安
・
悩
み
に

対
し
、
Ｍ
Ｅ
東
京
は
「
会
社
の
責
任

に
よ
り
計
画
・
実
施
す
る
」
と
木
で

鼻
を
括
っ
た
よ
う
な
回
答
を
し
て
き

ま
し
た
。

会
社
は
、
「
貴
労
働
組
合
員
の
労

働
条
件
に
関
わ
る
事
項
が
生
じ
る
場

合
は
、
別
途
団
体
交
渉
等
の
場
に
お

い
て
対
応
し
て
い
く
」
と
い
い
ま
す
。

Ｎ
関
労
は
、
私
た
ち
の
一
人
ひ
と

り
の
不
安
に
真
剣
に
向
き
合
お
う
と

せ
ず
不
誠
実
な
回
答
に
終
始
す
る
会

社
を
追
及
す
る
と
と
も
に
、
み
な
さ

ん
に
「
Ｎ
関
労
に
に
加
入
し
、
自
ら

の
問
題
・
要
求
を
団
交
で
要
求
し
て

い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
訴

え
ま
す
。

Ｎ
関
労
は
こ
の
間
、
賃
金
削
減
・

遠
隔
地
配
転
、
と
も
に
認
め
ら
れ
な

い
と
す
る
難
病
を
抱
え
る
仲
間
の
働

き
続
け
る
条
件
を
勝
ち
取
っ
て
き
ま

し
た
。
パ
ワ
ハ
ラ
・
退
職
強
要
を
受

け
た
契
約
社
員
の
雇
用
継
続
を
勝
ち

取
っ
て
き
ま
し
た
。
上
司
の
パ
ワ
ハ

ラ
に
悩
む
派
遣
労
働
者
と
と
も
に
職

場
改
善
を
闘
っ
て
き
ま
し
た
。
Ｍ
Ｅ

Ｓ
の
仲
間
の
安
全
労
働
を
確
保
す
る

た
め
、
安
全
靴
等
の
支
給
を
さ
せ
て

き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
正
規
社
員
や
契
約
・

派
遣
労
働
者
の
困
っ
て
い
る
問
題
、

不
安
に
思
っ
て
い
る
問
題
を
取
り
上

げ
て
闘
っ
て
い
ま
す
。

労
働
組
合
に
加
入
し
た
事
を
も
っ

て
嫌
が
ら
せ
を
行
な
う
事
は
で
不
当

労
働
行
為
で
あ
り
、
労
働
組
合
活
動

に
つ
い
て
支
配
介
入
で
き
ま
せ
ん
。

（
い
ず
れ
も
労
組
法
）
私
た
ち
の
生

活
と
権
利
を
守
る
た
め
、
と
も
に
闘

お
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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発行責任者：奥山 信義

編集責任者：田原 博
E-mail:hiro555@amber.plala.or.jp
http:www.n-kanrou.com

2004.7 Ｎｏ.3

6
月
23
日
、
Ｍ
Ｅ
東
京
に
対
し
①
東
京
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
、
カ
ス

タ
マ
業
務
の
大
宮
移
転
に
つ
い
て
、
②
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
・
利
用
に
つ
い
て
要
求
書
を
提
出
、
７
月
５
日
に
回
答
し
て
き
た
。

そ
の
内
容
は
、
「
会
社
の
責
任
に
よ
り
計
画
・
実
施
す
る
」
と
い

う
不
誠
実
な
も
の
で
し
た
。

職
場
の
疑
問
・
不
安
に
応
え
ず

さいたま新都心への移転問題

＜会社側回答＞

業務運営上の施策については、会社の責任により計画し、

実施しているところであります。

なお、諸施策の実施に関し、貴労働組合員の労働条件に

関わる事項が生じる場合は、別途団体交渉等の場において

対応していく考えであります。

Ｎ
関
労
に
加
入
し
、
あ
な
た
の

意
見
、
怒
り
を
団
交
で
ぶ
つ
け

生
活
と
権
利
を
ま
も
り
ま
し
ょ
う

自
分
の
生
活
・
権
利
は
自
ら
守
る
決
意
を

Ｎ
関
労
の
組
合
員
で
、
千
葉
県
・
長
生
村
の
村
会
議
員
の

石
井
俊
雄
さ
ん
が
村
長
選
挙
に
立
候
補
、
見
事
に
当
選
し
ま

し
た
。
約
千
票
の
大
差
を
つ

け
て
当
選
し
た
勝
因
の

一
つ
は
、
構
造
改
革
路

線
に
も
と
づ
く
市
町
村

合
併
が
決
し
て
住
民
の
た
め
に
は
な
ら
な
い
こ
と
を
住
民
自

身
が
す
で
に
見
破
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
。
二
つ
目
に
住
民

の
生
活
と
権
利
を
真
っ
向
か
ら
掲
げ
て
献
身
的
に
活
動
す
る

石
井
さ
ん
が
住
民
に
認
め
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

石
井
さ
ん
は
２
年
２
ヶ
月
の
村
議
の
間
に
30
回
も
の
議
会

報
告
を
配
布
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
た
元
Ｎ
Ｔ
Ｔ
管
理
者
も

応
援
に
か
け
つ
け
、
新
潟
か

ら
越
し
て
来
て
ま
だ
選
挙
権

も
な
い
人
が
私
を
使
っ
て
く

だ
さ
い
と
、
連
日
手
伝
っ
て

く
れ
た
そ
う
で
す
。
。

こ
れ
か
ら
も
「
働
く
者
や
住
民
が
主
人
公
」
の
立
場
に
立
っ

て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
思
い
ま
す
。

■
Ｎ
関
労
組
合
員

石
井
俊
雄
さ
ん
、

千
葉
・
長
生
村
村
長
に
当
選

Ｎ関労は、ＮＴＴ関連の社員、契約社員、そして派
遣社員等で構成しています。加入・脱退も自由です。
組合費は月額、賃金の1.8％です。１人ひとりの問題を
組織の問題として闘います。あなたの加入をお待ちし
ています。泣き寝入りしないで、まず身近な組合員に
ご相談下さい。または、「Ｎ関労」のホームページを
ご欄の上、メールをお送り下さい。



三者協議会
（企業年金見直し内容を協議、発議を決定）

既裁定者の３分の２以上の同意を得ると、制度見直し＝改悪について
厚生労働大臣へ承認申請

05（Ｈ17）年4月から、年金支払額を減額し、
市場金利連動・変動制（キャッシュバランス制度）に移行する

発議

ＮＴＴグループ企業年金
制度運営会社

集計

同意手続き対象者
同意書の送付（郵送）

同意書の返送
反対＝
返送しない

企
業
年
金
「
三
者
協
議
会
」
代
表

委
員
選
挙
が
行
わ
れ
た
。
「
改
悪
反

対
」
を
掲
げ
る
岩
崎
さ
ん
は
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
が
独
占
を
狙
っ
た

の
に
対
し
、
１
５
０
０
票
差
に
迫
る

善
戦
を
し
た
。

こ
れ
は
、
「
改
悪
を
許
さ
な
い
」

と
す
る
労
働
者
の
強
い
意
志
の
表
れ

で
で
あ
る
と
と
も
に
、
Ｎ
関
労
を
は

じ
め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
以
外
の
労
組
、

反
対
す
る
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組

内
有
志
が
大
同
団
結
し
た
結
果
で
す
。

「
Ｎ
Ｔ
Ｔ
労
組
が
認
め
て
し
ま
っ

た
か
ら
・
・
・
」
な
ど
と
諦
め
て
い

た
労
働
者
も
「
や
れ
ば
出
来
る
」
と

自
信
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

今
後
、
８
月
下
旬
か
ら
「
同
意
書
」

が
郵
送
さ
れ
、
「
同
意
＝
減
額
賛
成
」

の
人
は
、
「
同
意
書
」
を
返
送
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
既
裁
定
者
の
３

分
の
２
以
上
の
「
同
意
」
が
あ
れ
は
、

企
業
年
金
改
悪
＝
減
額
と
な
り
ま
す
。

改
悪
＝
減
額
を
許
さ
な
い
た
め
に

は
、
「
同
意
書
」
を
返
送
し
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
「
三

者
協
議
会
」
代
表
委
員
選
挙
で
「
反

対
」
の
意
思
表
示
を
し
た
労
働
者
１

万
人
の
１
人
ひ
と
り
が
、
５
人
の
反

対
す
る
仲
間
を
作
る
こ
と
で
す
。

職
場
や
Ｏ
Ｂ
の
方
に
、
改
悪
＝
減

額
反
対
を
訴
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
04
年
３
月
期
連
結
決
算
で

は
、
利
益
は
過
去
最
高
の
６
４
３
８

億
円
。
05
年
３
月
期
は
、
企
業
年
金

改
悪
に
よ
っ
て
１
３
０
億
円
の
コ
ス

ト
減
の
見
通
し
。
厚
生
年
金
基
金
代

行
返
上
で
５
０
０
億
円
の
費
用
減
少
、

と
い
う
。
こ
の
「
利
益
」
は
、
11
万

人
首
切
り
合
理
化
で
流
さ
れ
た
労
働

者
の
血
を
吸
っ
て
肥
え
太
っ
た
も
の
。

こ
の
上
、
「
潰
れ
る
」
「
同
意
し
ろ
」

に
騙
さ
れ
、
「
減
額
」
を
認
め
る
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

「
ヘ
ル
ス
ケ
ア
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
・
利
用

に
つ
い
て
」
に
あ
た
っ

て
、
「
診
断
デ
ー
タ
等
の
管
理
、
責

任
」
等
、
管
理
体
制
を
明
確
化
を
求

め
た
が
、
「
会
社
の
責
任
で
対
処
」

と
具
体
的
に
説
明
し
よ
う
と
し
な
い
。

03
年
５
月
「
個
人
情
報
保
護
法
案
」

が
成
立
、
施
行
さ
れ
て
い
る
。
「
個

人
情
報
」
に
関
す
る
説
明
を
明
確
に

す
る
義
務
も
責
任
も
あ
る
。
Ｎ
Ｔ
Ｔ

と
し
て
の
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
き

だ
。

展
望
出
て
き
た
選
挙
結
果

個人情報の保護に関する法律

■「個人情報」とは、生存する個人に関する情
報であって、当該情報に含まれる氏名、生年月
日その他の記述等により特定の個人を識別する
ことができるものをいう。

■個人情報は、個人の人格尊重の理念の下に慎
重に取り扱われるべきものであることにかんが
み、その適正な取扱いが図られなければならな
い。
■個人情報取扱事業者は、その取り扱う個人デー

タの漏えい、滅失又はき損の防止その他の個人
データの安全管理のために必要かつ適切な措置
を講じなければならない。
■個人情報取扱事業者は、次に掲げる場合を除

くほか、あらかじめ本人の同意を得ないで、個
人データを第三者に提供してはならない。
■個人情報取扱事業者は、保有個人データに関
し、次に掲げる事項について、本人の知り得る
状態（本人の求めに応じて遅滞なく回答する場

合を含む。）に置かなければならない。
一 当該個人情報取扱事業者の氏名又は名称
二以下 ＜略＞
■保有個人データを取り扱う個人情報取扱事業
者は、本人からの求め（開示、内容の訂正、追

加または削除、利用の停止、消去及び第三者へ
の提供の停止）に応じなければならない。

「
潰
れ
る
」
の
脅
し
に
屈
せ
ず

７
月
８
日
、
企
業
年
金
「
三
者
協
議
会
」
代
表
委
員
選
挙
の
開
票
が

行
わ
れ
た
。
「
改
悪
・
減
額
反
対
」
を
主
張
し
た
岩
崎
さ
ん
は
、
惜
敗
。

今
後
、
既
裁
定
者
に
減
額
の
「
同
意
」
を
求
め
て
く
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
は
、
業
務
を
委
託
す
る
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
（
業
務
の
外
部
委
託
）
会
社

で
あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ー
Ｍ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ー

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
を
来
年
夏
を
め
ど
に
統
合

す
る
方
向
で
検
討
に
入
っ
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
は
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
や
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

な
ど
と
の
競
争
が
激
化
す
る
通
信
分
野
で
、
新

会
社
を
軸
に
Ｉ
Ｐ
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
プ
ロ
ト
コ
ル
）

電
話
や
高
速
光
通
信
な
ど

の
営
業
を
強
化
し
、
守
り
か
ら
攻
め
に
転
じ
る
。

各
グ
ル
ー
プ
を
構
成
す
る
地
域
会
社
は
、
統
合

会
社
の
支
社
、
支
店
に
位
置
付
け
、
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
し
て
い
く
案
が
有
力
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
地
域
会
社
は
と
も
に
02
年
４
月
、

業
務
効
率
化
を
目
的
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
会

社
を
設
立
、
営
業
や
保
守
サ
ー
ビ
ス
業
務
の
委

託
を
開
始
し
た
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
の
リ
ス
ト
ラ
策
の
一
環
で
も
あ

り
、
51
歳
以
上
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
西
社
員
は
一
度
退

職
し
た
う
え
で
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
会
社
に
再

雇
用
さ
れ
る
仕
組
み
を
と
っ
て
い
る
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ネ
オ
メ
イ
ト
な
ど
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
会
社
の
統
括
会
社
を
置
い
た

が
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
で
は
各
地
域
会
社
を
本
社
直
轄

に
位
置
付
け
て
運
営
し
て
き
た
。

し
か
し
、
各
種
手
続
き
の
煩
雑
化
な
ど
、
営

業
と
顧
客
サ
ポ
ー
ト
が
別
会
社
で
あ
る
こ
と
の

デ
メ
リ
ッ
ト
が
表
面
化
し
て
き
た
。

17
都
市
で
展
開
中
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ー
Ｍ
Ｅ
、
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
両
地
域
会
社
を
す
べ
て
統
合

し
た
う
え
で
、
サ
ー
ビ
ス
と
技
術
サ
ポ
ー
ト
、

保
守
を
一
体
に
し
た
業
務
態
勢
を
と
る
案
を
軸

に
再
編
策
を
検
討
中
。
時
期
は
来
年
夏
ご
ろ
に

な
る
見
通
し
だ
。

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ー
Ｍ
Ｅ
グ
ル
ー
プ
の
従
業
員
数
は
３

月
末
時
点
で
２
万
６
千
人
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
サ
ー
ビ
ス

グ
ル
ー
プ
は
２
万
人
で
、
合
計
４
万
６
千
人
の

新
会
社
が
設
立
さ
れ
る
可
能

性
が
高
い
。
雇
用
条
件
や
新

会
社
の
社
名
、
資
本
金
な
ど

は
今
後
詰
め
る
。

事
務
業
務
を
請
け
負
う
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

会
社
で
あ
る
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ソ
シ
エ
グ

ル
ー
プ
は
、
統
合
し
な
い
方
針
だ
。
（
「
ビ
ジ

ネ
ス
ア
イ
」
04
・
７
・
７
号
よ
り
転
載
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
２
社

来
夏
め
ど
統
合
で
検
討

次
は
「
不
同
意
」
の
闘
い

プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を

守
れ
！


